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猿
払
支
部
学
習
会
か
ら 

子
ど
も
た
ち
の
「道
徳
性
の
教
育
」を
育
む
た
め
に
は
… 

作
れ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ

と
を
お
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
外
国
語
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
か
ら
移
行
措
置
が
可
能

と
さ
れ
て
い
る
中
で
、「
実
際
に

は
、
来
年
か
ら
外
国
語
活
動
・
外

国
語
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て

い
く
の
か
と
い
う
不
安
ば
か
り

が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
も
語
ら

れ
ま
し
た
。 

 

教
委
の
指
導
資
料
作
成
に
携
わ

っ
て
の
思
い
や
、
道
教
委
作
成

資
料
（「
は
あ
と
・
ふ
る
」
な
ど
）

の
活
用
な
ど
、
道
徳
を
取
り
巻

い
て
い
る
様
々
な
動
き
の
中

で
、
９
月
以
降
に
「
子
ど
も
た
ち

の
た
め
」
と
な
る
指
導
計
画
を

猿
払
支
部
の
学
習
会
で
は
、

「
道
徳
の
指
導
計
画
ど
う
し
よ

う
」
と
い
う
推
進
教
師
の
先
生

の
コ
メ
ン
ト
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
長
年
、
道
徳
教
育
推
進

教
師
の
役
を
務
め
て
き
て
、
年

間
指
導
計
画
を
作
る
と
か
、
道
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と
が
想
定
さ
れ
」
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

 「総
合
の
時
数
を
使
っ
て
移
行
措
置
可
能
」と
。 

高
学
年
の
教
科
「
外
国
語
」
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、

身
に
つ
け
る
語
や
連
語
に
つ
い
て
「
第
３
学
年
及
び
第

４
学
年
に
お
い
て
外
国
語
活
動
を
履
修
す
る
際
に
取
り

扱
っ
た
語
を
含
む
六
〇
〇
～
七
〇
〇
語
程
度
の
語
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
中
学
年
の
段
階
か
ら
の
学
習
の
積
み

重
ね
が
必
要
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

文
部
科
学
省
は
、
三
〇
・
三
一
年
度
の
移
行
措
置
期

間
中
の
外
国
語
活
動
・
外
国
語
の
時
数
確
保
に
つ
い
て
、

年
間
一
五
時
間
ま
で
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
時
数
を

新
学
習
指
導
要
領
で

は
、「
外
国
語
活
動
」
は

中
学
年
で
実
施
、
高
学

年
で
は
教
科
「
外
国
語
」

に
な
り
ま
す
。
外
国
語

の
学
習
指
導
要
領
で
は

冒
頭
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
急
速
に
進
展
す
る

中
で
，
外
国
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
は
，
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
一
部
の
業
種
や

職
種
だ
け
で
な
く
，
生

涯
に
わ
た
る
様
々
な
場

面
で
必
要
と
さ
れ
る
こ

⑥中学年「外国語活動」と 
高学年「外国語」はどうなる？ 

礼
文
支
部
学
習
会
で
は
、
学

習
指
導
要
領
改
訂
に
伴
う
教
育

改
革
や
、
教
育
課
程
づ
く
り
の

根
幹
に
関
わ
る
議
論
が
あ
り
ま

し
た
。 

学
校
と
し
て
取
り
組
む
教
育

課
程
づ
く
り
を
進
め
る
に
当
た

っ
て
大
切
に
し
た
い
こ
と
は
な

ん
と
い
っ
て
も
「
目
の
前
の
子

ど
も
た
ち
の
育
ち
」
で
あ
る
こ

と
、
教
育
活
動
そ
れ
ぞ
れ
が
持

つ
「
ね
ら
い
」
や
本
質
を
確
か
め

あ
う
こ
と
の
大
事
さ
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
報
道
で
話
題
に

な
っ
て
い
る
静
岡
県
吉
田
町
が

二
〇
一
八
年
度
か
ら
夏
休
み
を

十
六
日
に
す
る
と
提
起
し
て
い

る
こ
と
を
も
と
に
、
こ
う
し
た

教
育
改
革
と
教
育
関
係
者
や
保

護
者
・
地
域
の
相
互
的
な
「
理
解

と
納
得
」
を
求
め
あ
う
こ
と
に

つ
い
て
の
話
題
に
も
な
り
ま
し

た
。
今
後
、
学
習
指
導
要
領
を
具

体
化
し
て
い
く
中
で
「
こ
れ
ば

ど
う
す
れ
ば
い
い
？
」「
も
っ
と

教
育
的
に
な
ら
な
い
か
？
」
と

い
う
こ
と
が
出
て
く
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
と
き

に
、
教
育
関
係
者
の
一
致
、
協

力
・
協
同
に
基
づ
く
理
解
と
納

得
の
求
め
合
い
が
で
き
る
…
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

活
用
し
て
よ
い
と
い
う
方
針
を
出
し
ま
し
た
。 

現
在
の
２
年
生
は
、
三
二
年
度
・
完
全
実
施
の
年
の

５
年
生
に
な
り
ま
す
。
中
学
年
を
移
行
措
置
期
間
中
に

過
ご
す
こ
と
に
な
り
、
前
述
し
た
「
一
五
時
間
」
の
外
国

語
活
動
が
可
能
と
な
る
世
代
で
す
。
こ
の
世
代
の
子
ど

も
た
ち
が
６
０
０
～
７
０
０
の
語
や
連
語
を
身
に
つ
け

る
た
め
に
は
、
移
行
措
置
期
間
に
「
外
国
語
活
動
」
を
実

施
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。 

 ま
ず
、
移
行
措
置
期
間
を
ど
う
す
る
か
…
と
い
う
課
題 

文
部
科
学
省
は
「
総
合
の
一
五
時
間
を
使
っ
て
い
い
」

と
い
う
も
の
の
現
実
は
単
純
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の

学
校
で
も
総
合
は
七
〇
時
間
分
の
教
育
活
動
が
計
画
さ

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を
今
後
２
年
間
だ
け
５
５

時
間
に
す
る
と
い
う
の
は
容
易
で
は
な
い
し
、
３
２
年

度
に
は
再
び
七
〇
時
間
の
計
画
に
戻
す
と
い
う
こ
と
が

起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
独
自
の
工
夫
で
来
年
度
か
ら
中

学
年
で
３
５
時
間
・
高
学
年
で
７
０
時
間
の
フ
ル
実
施

す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
町
村
で
は
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
先
生
の
活
用
に
つ
い
て
も
早
急
な
議
論
が
求
め

ら
れ
ま
す
。 

移
行
措
置
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
る
外
国
語
活
動
・
外
国
語
。
宗
谷
教
組
と
し
て
も
、
各

市
町
村
の
実
態
を
把
握
す
る
な
ど
、
今
後
に
向
け
た
動

き
に
注
目
し
て
い
き
ま
す
。 

    

全教が 

指導要領討議資料を発行！ 
「次期学習指導要領をどう読むか」という

ことがよく話題になります。今回の学習指導

要領では「資質・能力」や各教科の「見方・

考え方」に照らして、記述が大きく変わり『読

みやすくなった』と見ることもできます。一

方で、指導内容の変化（学年間の移動や新設、

変更）や、指導方法（主体的・対話的で深い

学び）をどう読み取っていくかという難しさ

があります。 

 このたび、全教がこう

した疑問に答える職場

討議資料として「徹底批

判 改訂学習指導要領」

を発行しました。今回の

発送でお届けしていま

す。夏休みにぜひ、ご覧

ください。 

 

どうして 
「批判的に読む」ことが 

必要なの？ 
 

教育の目標は、教基法で掲げられている「人格の

完成」でこれは普遍的なものといえます。一方で、

学習指導要領改訂には、その時代に国として教育

に寄せる期待のようなものが反映されます。学習

指導要領の長い歴史の中で、「詰め込み」か「ゆと

り」かというような議論が起こるのは、そのため

です。 

だからこそ、学習指導要領を批判的に見ることで

「時代が求めていること」を背景として知るとと

もに、教育条理に基づいた教育実践を行うための

拠り所として学習指導要領を読むという、ふたつ

の視点を併せ持つことが大事なのです。 

ちょっと解説：静岡県吉田町の教育改革 
静岡県・吉田町教育委員会は、来年度から町立小中学校の夏

休みを１６日程度に短縮する「新たな教育改革」の案を発表し
ました。夏休みを現行の２４日から８日短縮するという案で
す。次期学習指導要領への対応も踏まえて授業日数を増やす
一方、1日当たりの授業時間数を減らすことで、教員の多忙化
を解消。授業の準備時間などを確保し、質の高い教育するねら
いがあるとされています。 
全国的に報道でも話題となり、「１６日」という日数の是非、

教育改革の賛否が議論になっています。 

礼
文
支
部
学
習
会
か
ら 

子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
考
え
る
教
育
課
程
づ
く
り
を 
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◆稚内は寒い日が続いていますが、

みなさんの町村ではどうですか？ 

夏休みを間近に、「１学期、子ども

たちはがんばったなぁ」とか「２学

期はこういうふうにしたいなぁ」と 

思いながら迎える終業式やその後の数日というのは、なんとも

清々しいものです。心も体もリフレッシュしましょう。 

◆今年の夏は、宗谷教組の取り組みが盛りだくさんです。特に注

目は「若者の集い」。枝幸の先生方が知恵を出し合い準備を進めて

くれています。組合はこうして誰かが「場づくり」をして集い合

えるんです。そこから、次の運動が生まれたり、元気な取り組み

を思いついたりするものです。ぜひ、参加して激励を！（naity） 

縁があって書かせていただくことになりました、

礼文支部船泊小学校分会の中井です。礼文に来て、

１年と２ヶ月が過ぎました。その中で感じたのは、

組合員かどうかに関係なく交流できる場がある良さ

です。 

４月に行われた支部総会、支部歓迎会には、初任

や期限付きで来られた、組合に入っていない先生方

が参加してくれました。また、昨年度もそうでした

が、青年部主催の歓迎会には、たくさんの若い先生

方が参加してくださいました。「組合の集まりだか

ら･･･」と、線引きすることなく、他校の先生と関わ

りをたくさん作ることのできる環境がある良さを感

じました。そして、それを組合が作っていることに、

「すごいな～！うれしいな～！」と感じました。 

もちろん、そんな先生方が、全員「宗谷教職員組

合に入ります！」と言ってくだされば、ありがたい

ことこの上ないのですが、入っていない先生とでも、

一緒に学んだり、遊んだり、お酒を飲んだりして、

お互いに知り合い、困ったときには助けあうことの

できる関係づくりをしていけたらいいな、と思って

います。 

若い先生も多いですが、だからこそ力合わせをし

て、「礼文の先生たちってがんばっているな」と思っ

てもらえる支部にしていきたいな、と思っています。 

文責：礼文町立船泊小学校 中井駿 

第４回 礼文支部編 

お
も
て
面
で
も
支
部
学
習
会
の

様
子
を
お
伝
え
し
て
い
る
よ
う

に
、
学
習
指
導
要
領
改
訂
と
教
育

課
程
づ
く
り
の
学
習
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
学
習
を
き
っ
か

け
と
し
て
各
市
町
村
・
各
学
校
で

「
う
ち
の
学
校
の
教
育
を
ど
う
す

る
？
」
と
い
う
議
論
が
起
こ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

一
方
で
、
新
学
習
指
導
要
領
で

は
、
「
学
習
の
質
と
量
は
現
行
通

り
」
と
し
な
が
ら
、
小
学
校
中
学
年

の
外
国
語
活
動
・
高
学
年
の
外
国

語
導
入
な
ど
、
新
し
い
学
習
活
動

を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し

た
教
育
活
動
に
は
、
例
え
ば
「
デ
ジ

タ
ル
教
材
の
導
入
」
や
「
教
員
や
支

援
員
の
増
員
」
な
ど
教
育
条
件
整

備
を
求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

も
っ
と
も
、
現
行
の
教
育
条
件

に
つ
い
て
も
各
市
町
村
の
こ
れ
ま

で
の
経
過
に
よ
っ
て
特
長
的
な
差

が
あ
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
社
会

見
学
学
習
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
使

え
る
と
か
、
教
材
費
で
路
線
バ
ス
代

を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
の
差
も
「
教
育
条
件
」
と
言
え
ま

す
。 宗

谷
教
職
員
組
合
で
は
、
こ
う
し

た
「
す
で
に
抱
え
て
い
る
教
育
課

題
」
は
も
と
よ
り
、
今
後
の
新
学
習

指
導
要
領
に
お
い
て
整
備
が
必
要

と
な
る
「
教
育
条
件
」
に
つ
い
て
、

現
場
の
先
生
方
の
願
い
を
汲
み
取

り
、
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
が
実
現
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

ま
ず
は
、
各
市
町
村
で
「
こ
れ
は
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
た
め
に
必

要
だ
」
と
い
う
課
題
を
ま
と
め
る
取

り
組
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

今年の夏は、宗谷教組主催の行事がたくさんあります。今年の夏
は、夏休み中も宗谷教組の取り組みがたくさんです。集う場があ

って、そこから宗谷教組の元気さが伝わっていくことを願ってい

ます。 

 

臨時教職員部・教採対策直前学習会 
７月２５日～２７日／宗谷教育会館 
◆７月２５日は１９：００～２２：００ 

教採１次試験の結果が出て、２次試験が間近に迫っています。

集団面接・模擬授業・教科等指導法の対策講座です。２６日・

２７日の開始時刻は直接、宗谷教組本部にお問合せください。 

 

小学校道徳教科化に向けた学習交流会 
８月５日１１：００～１６：００／宗谷教育会館 
宗谷教組では、小学校道徳の教科化に関わる学習資料を発行し

ます。それ前段として、私たちが大切にしていきたい「道徳性

の教育」について考え合う学習交流会を企画しました。詳細は、

宗谷教組本部にお問合せください。 

 

９月３０日 中学校の先生あつまれっ！ 
秋の教育研究集会 初めての開催へ！！ 

 学力向上が叫ばれる中で、宗谷教職員組合では先生方の力量

向上を目指して教育研究運動を提起してきました。春の学び愛
フェスタでは、小学校の先生方を中心に１００名以上が集まり

学び合いました。その後、支部代表者会議では、「春のフェスタ

では（部活の練習試合などの関係で）時期的になかなか集えな
い、中学校の先生が学び合える場を設けたい」ということを確か

め合い、宗谷教組として初めての試みとなる「秋の学習交流集

会」を開催することになりました。 

 

一人で悩まないで、お電話を！ 

 等々

北海道子どもセンター 

０１２０－６０３４０６ 
携帯電話からは ０１１－７３３－６６０６ へ 

子育て・教育電話相談 月～金  

 
先生方も 
相談できます！ 

「教材整備指針」ってご存知ですか？ 

文部科学省によって学習指導要領に合わせて、

小学校・中学校それぞれに整備するべき教材が教

科等ごとに、必要数とともに例示されています。学

習指導要領改訂ごとに改正されるので、現行のも

のは平成２３年度に改正されたものです。次期学

習指導要領に合わせたものは、完全実施前の平成

３１年度に改正されるのではないか…と推測され

ます。 
 

小学校教材整備指針より 
１学級あたり１程度あるとよいもの 
・実物投影機 
・プロジェクター 
・デジタルカメラ 
２人あたり１程度あるとよいもの 
発表版（教科によっては４人に１程度） 

 

 

 

あれ、現段階でもうちの
学校にはそんなに教材が
ない💦 

それも、もちろん教育環境整備
として要望をあげよう！ 


